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 一級技士Ⅲ生物試料作製実技試験では、受験者から提出された資料をもとに、試料作製と観察・撮影が

適切に行われているか審査されます。受験者が提出する資料は、①超薄切片、②ネガフィルム、③写真、

④説明書です。以下の注意に従って資料を提出して下さい。 

 
 

１．試料について（①超薄切片） 

試料には、一般的な構造を持つ組織・細胞から１種類を選んで用いること。 

受験者が固定から、樹脂包埋、薄切、染色に至るまでの全工程を行うこと。 

提出する超薄切片は、撮影倍率に適した厚さで作製し、適切な染色を施すこと。 

※ ヒト試料など利用に制約のあるものを本試験に提出する場合は、必ず事前に所属事業所または所

属長より使用許可を得ておくこと。許可の無いものは受け付けない。 

 

２．撮影について（②ネガフィルム） 

提出する①超薄切片の透過電顕像を撮影する。撮影に際しては、よく整備・調整された電子顕微鏡を

用い、電子線照射、フォーカス（焦点）調整、露出調整を適正に行うこと。 

次の倍率で撮影したネガフィルム（計 3 枚）を提出する。 

イ 低倍率   1,000 倍か、それに準ずる倍率 

  ロ 中倍率  10,000 倍か、それに準ずる倍率 

  ハ 高倍率  50,000 倍か、それに準ずる倍率 

フィルム現像は適正に行うこと。 
高倍率観察にイ、ロを撮影した以外の超薄切片を用いてもよいが、撮影した切片は全て提出すること。 

 

３．写真について（③写真） 
撮影したネガフィルム 3 枚について 2.5 倍（印字も含める）に引伸ばし、六ツ切印画紙に焼き付けた写真

（計 3 枚）を提出する。 

引伸機の整備・調整、引伸ばし操作、印画紙の選択、現像の全てについて細心の注意をはらうこと。 

 

４．説明書について（④説明書） 

「試料（超薄切片）の説明書」（様式１）を、提出する超薄切片（グリッド）毎に１枚添付する。 

「ネガフィルム・印画紙」の説明書（様式 2A）を、各倍率に添付する（計 3 枚）。 

用紙が不足した場合は、同封のものをコピーして使用すること。 

 
※説明書書式は HP に掲載されていますので、ご利用ください。入力可となっております。 

  


